
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

 元年度 計

円 円

事業費 45,270,500 45,270,500

交付金額 30,057,000 30,057,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　利用者にアンケート調査を実施した結果、概ね「快適になった」、「利便
性が向上した」等、安全な環境の整備事業に対する高い評価を得たことか
ら、環境の改善や施設の延命化を図ることができた。また、保育士からも
「園児の熱中症の心配がなくなった」、「昼寝でよく眠るようになったと感
じる」などの声も聞くことができた。

　事業の実施について、村ホームページ並びに広報誌により地域住民に周知
を図った。また、園児の保護者へもおたよりでお知らせを行った。

　今回設置した忍野村立保育所の空調設備の適切な維持管理に努める。ま
た、アンケート結果によると防衛省の補助事業で実施した旨の理解が不足し
ているようなので、今後は周知の方法などもより有効的なものに検討した
い。

　無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　北富士演習場関連公共用施設（社会福祉施設：忍野村立内野・忍草保育所
空調）整備事業

　忍野村長

　忍野村

　本事業を実施することにより、近年の気候変動に準じた保育所の屋内環境
を整備し施設の利便性を図る。

　空調（エアコン）設置　２２基

　令和元年6月から令和元年12月まで



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度 計

円 円

事業費 91,080,000 91,080,000

交付金額 60,380,000 60,380,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　忍野中学校屋内運動場にて空調・照明設備改修工事を実施し、中学２年全生
徒、屋内運動場を利用する部活動の教職員及び生徒にアンケート調査を実施し
た結果、「以前と比べ快適になった」、「以前と比べ明るくなり見やすくなっ
た」等、環境整備事業に対する高い評価を得たことから、環境の改善や避難施
設としての機能改善を図れることが出来た。
　また、村ホームページにより地域住民に周知を図った。

今回改修した忍野中学校屋内運動場の維持管理に努める。

　無

事業費及び交付金額

北富士演習場関連公共用施設（教育文化施設：忍野中学校屋内運動場空調・照
明設備改修工事）整備事業

忍野村長

忍野中学校屋内運動場

忍野中学校屋内運動場は避難所に指定されており、今後気温上昇が懸念される
ため空調設備を設置する。また、２０２０年に製造が廃止される水銀灯を使用
しているため、ＬＥＤ照明を導入することにより、避難所として有事に備える
ことを目的とする。

空調設備設置及びＬEＤ照明の導入

令和元年９月５日から令和２年２月２５日まで



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

元年度 計

円 円

事業費 21,670,000 21,670,000

交付金額 9,040,000 9,040,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

付紙様式第２

　周辺住民への聞き取り調査を実施した結果、交通の利便性が図られ、安
全性が向上したという意見が得られた。また、工事中の掲示板に交付金事
業である旨を記載し、新聞折り込みにて交付金事業である旨を周知した。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

無

事業費及び交付金額

北富士演習場関連公共施設（交通施設：鷹巣7号線）整備事業

忍野村長

山梨県南都留郡忍野村内野地内

　地域住民及び利用者がより安全にかつ快適に利用できる環境を整え、地
域住民及び利用者の利便性を図る。
　平成26年度において作成した設計書に基づき、今年度に本工事を行い利
用者の利便性を図る。

舗装工L＝490.5m、W＝5.0m

令和元年9月から令和2年3月まで

事　　　業　　　評　　　価　　　書



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

30年度 元年度 2年度 3年度 計

円 円 円 円 円

81,952,000 81,952,000

交付金 20,000,000 20,000,000 40,000,000

市町村費等 0 0 0

その他 0 0 0

運用益 179 179

計 20,000,000 20,000,179 40,000,179

0 20,000,179 20,000,179

20,000,000 20,000,000 20,000,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

基金処分額

基金残額

基
金
造
成
額

事業費及び交付金額

　無

　今回の事業成果を踏まえ、より効果的に目的が達成できるよう事業の見直しを図
り、今後も継続する。

　44件の住宅のリフォームを行った結果、「暖かく住みやすくなった」「段差がな
くなり生活しやすくなった」等村民から高い評価を得ている状況であり、本事業の
目的である住宅の長寿命化及び村内経済の活性化はについては十分な成果が得られ
た。
　事業の内容については、村の公式ホームページや新聞折込を通じて、住民へ周知
している。

事　業　評　価　書

　北富士演習場関連特定事業（福祉に関する事業：居住環境整備促進補助金交付事
業）

　忍野村

　忍野村全域

　住宅リフォームに助成することにより、良質な住宅の形成及び村民の安全・安心
かつ快適な住生活の実現に寄与し、住宅の長寿命化及び村内経済の活性化を図る。

　居住環境整備促進補助金交付に係る基金を造成する。

平成30年度から令和３年度まで

事業費



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

円 円 円 円 円 円 円

0 21,846,111 20,306,668 22,220,439 24,068,797 31,967,605 27,578,002

交付金 39,967,000 5,000,000 27,819,000 0 0 39,222,000 0

市町村費
等

0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0

運用益 0 7,138 7,079 9,217 7,031 807 391

計 39,967,000 5,007,138 27,826,079 9,217 7,031 39,222,807 391

0 10,000,000 15,000,000 15,000,000 15,000,000 15,000,000 15,000,000

39,967,000 34,974,138 47,800,217 32,809,434 17,816,465 42,039,272 27,039,663

30年度 元年度 2年度 3年度 計

円 円 円 円 円

28,023,149 27,133,663 30,000,000 30,000,000 263,144,434

交付金 32,000,000 0 0 0 144,008,000

市町村費
等

0

その他 0

運用益 286 418 290 140 32,797

計 32,000,286 418 290 140 144,040,797

15,000,000 15,000,000 15,000,000 14,040,797 144,040,797

44,039,949 29,040,367 14,040,657 0 0

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　こどもの疾病に対する早期発見及び早期治療により疾病の慢性を予防するとともに、村民の経
済的負担の軽減を図る。

　こども医療費助成に係る基金を造成する。

　平成２３年度から令和３年度まで

事業費

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　北富士演習場関連特定事業（医療に関する事業：こども医療費助成事業）

　忍野村

　忍野村全域

　無し

　このまま継続して実施していく。

　本事業の目的である、こどもの疾病に対する慢性の予防や村民の経済的負担の軽減といった成
果は十分にあげられている。
　事業の内容や評価については、村の公式ホームページや広報誌を通じて、住民へ周知してい
る。

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額

基金処分額

基金残額

基
金
造
成
額


